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      組織改変の必然 
■お知らせ 
/開館スケジュール 
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2010 国民読書年企画第 3 弾 
第 7回選書ツアーを実施しました！ 
 
























してみたいと思いますか？                           
参加してみたい 14 名 88％ 
参加したくない 1 名 6％ 
その他 1 名 6％ 

























「新参者」東野圭吾         etc. 
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2010 国民読書年企画第 4 弾 
図書館絵画展 ～夢をあきらめない～ を開催しました！ 
 
2010年 12月 3日（金）から 15日（水）の期間、 
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平成 22 年 12 月 21 日に国士舘大学附属中央図書館（グループスタディ A 室）にて、「―少人数向けガ
イダンス―あなたらしいレポートを書くためのコツ」を開催いたしました。 
 限定 5 名の少人数で、円卓を囲みながら、また館内を巡りながら、レポート作成に役立つ図書館の情
報検索方法を学びました。 































手順 1  課題が提示される 
手順 2  課題図書を手に入れる 
手順 3  問題文で問われていることを 
明確化する 
手順 4  課題図書を読む 





手順 6  書いてみる 
手順 7  内容を磨く 
 
★… レポートの書き方 
 オススメ本リスト …★ 















 1961年 11月、国立国会図書館新庁舎、現在の東京本館が開館になりました。今年はその開館 50年
目を迎えます。 






 国会図書館ＨＰ の「小史」によると明治５ 年設立の「書籍館」をそのルーツとしています。更に明治
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図書館から見る組織改編の必然 



















 学術リポジトリ「kiss」は、利用度は OPACに劣らないが収蔵件数は 1万件にも満たない。他大学
等との情報共有は必至だった。しかし、ICT経費が大きいので Dspaceなどオープンソースに走りが
ちだった。これも余り魅力的ではないので導入が順調とは言えない。「kiss」は、クラウド化で運用











◇受付期間：学部生   平成 23年 1月 24日（月）～3月 25日（金） 
        大学院生  平成 23年 1月 24日（月）～3月 8（火） 
 
◇返却期限：平成 23年 4月 9日（土） 
※ただし、卒業・修了年度者は、平成 23年 2月 26日（土）とします。 
 
◇貸出冊数：学部生   10冊（ただし卒業年度者は 5冊） 




中央： 2月 1日（火）～３日（木） 入試のため休館 
2月 4日（金） ９：００－１７：００開館 
3月 2日（水）～３月３日（木）入試のため休館 
3月 16日（水）～3月 19日（土） 特別清掃のため休館 
※3月中の開館時間は９：００－１７：００に変更になります。 
鶴川：  2月 1日（火）～２月５日（土） 蔵書点検のため休館 
      3月 2日（水） 入試のため休館 
      3月 17日（木）～3月 19日（土） 特別清掃のため休館 
多摩：  2月 1日（火）～2月 5日（土） 入試のため休館 
      3月 2日（水）～3月 3日（木） 入試のため休館 
 
※変更になることがございますので最新の情報は図書館ホームページをご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
2011年。今年も「松陰」よろしくお願い致します。とは言いつつ、すでに３月。 
学生たちも春休みに入り、キャンパスも静かになりました。 
図書館では様々な催しを企画し、今号にもいくつか掲載しています。 
これからもいろいろな企画を通して、また、読みたいと思っていただける本を揃えて図書
館員一同皆様をお待ちしております。（Y.S） 
 
